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代の艦船模型と言えば洋上モデル。それを製品
として形にしたのが静岡模型協同組合の合同企

画ウォーターラインシリーズ（WLS）ででしょう。
筆者は幼少期から父親が所蔵する日本海軍写真集を
頻繁に眺めながら艦船に興味を持っていきました。
艦船模型と言えば船全体を模型化したフルハルモデ
ルが当たり前の時代で、一般的に洋上モデルには批
判的でした。そんな中、発売開始から2年程で80種余
りに至ったWLSは筆者にとってこの道に進むきっか
けとなりました。普段見る船の姿が机に置くだけで
再現出来る素晴らしさに感動したことを鮮明に覚え
ています。それから四半世紀が過ぎ本格的に艦船模
型を手がけるようになって様々な資料本を集めるに
付け、模型製作に役立つ資料が意外と少ないことに
直面しました。特に外国艦は極限られた写真集があ
るのみで知識を深めるには至りませでした。また、
洋書等の資料本を入手することが難しい田舎での苦
悩は続きます。そんな中、姉妹書籍の著者である平
野鉄雄氏との出会いは少しずつ空いたピースは埋め
るきっかけとなりました。他には森恒英氏の著書『軍
艦雑記帳』（タミヤ）、『軍艦メカ図鑑』シリーズ（グ
ランプリ出版）など図版を使った解説書が複数発刊
され旧日本海軍艦艇に付いて知識は着実に増えてい
きましたが、外国艦となると特に日本語の書籍は限
られるのが現実です。
　そんな中創刊した『NAVY YARD』誌とは筆者も創
刊前から関わりを持ち、単純に模型誌としてキット
や作品をビジュアル的に見せるものではなく、多く
の読者が名前は知ってても実態を知らない世界中の
艦船を模型で紹介したページの必要性を提案しまし
た。米波保之氏の「ジミ艦」を初めとする連載群が
それに相当する企画として実現しています。
　そして太平洋戦争に於いて旧日本海軍と激闘を繰り
広げたアメリカ空母をもっと知って貰いたい、との願
い を 込 め た 連 載 企 画 が 本 書 の ベ ー ス と な る「US 
Aircraft Carrier 1 to 8」として『NAVY YARD』誌Vo.13
からスタートしました。連載は「ラングレー」から「ホ
ーネット」に絞って紹介し黎明期からアメリカ空母が
どのように成長と変化を遂げたかを紹介することがコ
ンセプトとなっています。従って作例製作のコンセプ
トも外観のみならず各所の形状や造形にスポットを当
て、アメリカ空母の見所を再現し紹介してまいりまし
た。一応8隻を大方紹介した所で区切りとしましたが、
まだまだアメリカ空母は数が多く奥が深いのでやりき
った感は今ひとつでしょうか。
　本書の成り立ちは昨年平野鉄雄氏著の『アメリカ
航空母艦』が発刊されて高い評価があり、今度はも
っと身近な模型を使ったアメリカ空母の解説書をと
の企画が持ち上がり、連載「US Aircraft Carrier 1 to 8」
を活用する事になったのです。
　本書は艦船模型を見て頂く内容ではなく、アメリ
カ空母の成り立ちや形状の特長を紹介することに特

化しており、造船や各種装備品武装などの技術的な
事には触れず、「知る事」をモットーに形を見て貰う
構成になっています。従って外観が判りやすく配置
が一目で分かる作例を揃えました。また、模型の画
像は全て同じスケールで掲載していますのでサイズ
感が掴みやすい構成になっており、日米の建造に関
する思想の違いなど読み取って頂ければ幸いです。
また、姉妹書籍『アメリカの航空母艦』（平野鉄雄氏著）
とセットで模型製作にご活用頂ければと思います。
　本書発刊に先立ち、連載「US Aircraft Carrier 1 to 8」
を共に纏めてきた遠藤貴浩氏を初め、連載以外の日
米空母作品を提供して頂いた関係各位及び、株式会
社アートボックス編集部各位にはこの場を借りて御
礼申し上げます。

　私たちウォーターライン（WLS）時代の申し子と
も 言 う べ き 時 代 に 幼 少 期 を 過 ご し た 年 代 と し て、
1/700洋上模型には特別な思い入れがあります。木を
削ってフリーランスの軍艦を作っていた時代も洋上
モデル、WLSが登場してからはもっぱら洋上モデル、
大型のフルハルキットを作っても船底は切って捨て
ると言った徹底ぶりです。26年前、静岡ホビーショー
モデラーズクラブ合同作品展に出展するために発足
させた艦船模型クラブ「吃水線の会」を主宰し、以
後主に太平洋戦争の海戦を洋上模型で紹介する活動
を行なっていました。そこでは3回目から日米対決の
場面を展示するようになり、当時アメリカ艦隊編成
するにあたり少なく高価な海外レジンキャストキッ
トやスクラッチビルドで揃えたにも拘わらず、「すご
いね」という言葉以外余り目を向けて貰えない現実
がありました。これには模型専門誌で長くライター
をやっている立場としてはもっと外国艦を紹介して
知識を深め馴染んで貰う必要があると考えるように
なり、『NAVY YARD』誌の連載を始めるきっかけにも
なったのです。近年旧日本海軍艦艇は多くのメーカ
ーからバッティングもありますが様々なキットがリ
リースされ賑わいを見せています。しかしながらこ
と外国艦については海外メーカーの進出が活発で主
力艦は埋まりつつある中でウォーターラインシリー
ズのような系統だったシリーズには至っていないの
が現状です。とは言え、その間国内メーカーでも外
国艦のリリースが進み少しは連載の影響があったの
かなと自負しているところです。

� 村田博章

の本を手に取って下さっているあなたはアメリ
カの空母が大好きな方なのでしょうか？

　はたまた何となく興味が湧いてきた方なのでしょ
うか？　本書はそのどちらの方にも分かりやすく、
なるべく丁寧に「アメリカ空母の特徴」や「日本空
母との違い」等を掲載しています。この本が誕生し
たきっかけは『NAVY YARD』誌Vol.13から始まった
村田氏との共同不定期連載「US Aircraft Carrier 1 to 8

（アメリカ航空母艦ラングレーからホーネット）」が
ベースになっています。
　私自身は小学生の頃からWLシリーズの日本軍艦ば
かりを作っていました。大人になったある時、本に
掲載された戦場写真のアメリカ側から撮影された南
太平洋海戦での「ホーネットCV-8」の写真を見てス
タイルの美しさや、輪形陣での作戦行動に感動しア
メリカの空母が好きになりました。その後村田氏と
出会い、氏もまたアメリカの軍艦が好きとの事で当
時（2009年）まだあまり実態を良く知られていなか
ったアメリカ空母の初期〜中期建造艦を紙面で紹介
したいとの希望に協力させて頂き、不定期ながら連
載がスタートしました。連載開始当時では再現が難
しかったであろう「ラングレー」や「レンジャー」、「ワ
スプ」といった空母もインジェクションプラスチッ
クキットこそ有りませんでしたが海外製のレジンキ
ットなら有りましたし、入手もインターネットを駆
使すれば海外製のレジンキットを取り扱っているお
店を探す事も出来ました。その様な訳である時はレ
ジンキットと格闘しながら、ある時はインジェクシ
ョンプラスチックキットをより良く表現するために
苦心しながら何とか連載を続ける事が出来、「ラング
レー」から「ホーネット」までのそれぞれ代表的な
年代を再現する事が出来ました。そして連載中に最
も気を付けた事は読者の方にその艦が分かりやすく
映る事。それは、装備品の細かい部分にフォーカス
するのではなくて艦全体のフォルムや特徴を前面に
出して製作をする事でした。本書では私のその様な
信条というか流儀の様なもので製作した艦艇を掲載
して頂ける事になりました。また村田氏を筆頭に多
くの方々にご協力を頂いて本書は成り立っています。
その全ての内容はきっと読者の皆様に受け入れても
らえる事と思います。本書が空母好きな方にとって
少しでもお役に立てたなら幸いです。

� 遠藤貴浩

現 こ

【略歴】
1961年愛知県生まれ。本業コーヒー焙煎士の傍ら艦船模型サーク
ル「吃水線の会」（現Waterliners NAVY700 吃水線の会）を主宰。
模型専門誌ライターとしては助っ人として執筆した『スケールアビ
エーション』誌を皮切りに『モデルグラフィックス』誌の外国艦艇
を担当し、『NAVY YARD』誌創刊後は「US Aircraft Carrier 1 

to 8」等連載を執筆。時には模型メーカーの製品開発にも助力。

【略歴】
1966年鳥取県生まれ。小学校低学年の時に親戚に連れられて
映画「ミッドウェー」を見たのが艦船模型を始めるきっかけと
なった。その後高校卒業〜30代前期まで模型製作から離れる。
30代に入り出戻り、2006年「吃水線の会」に入会。今日に至る。
最近は急速に老眼が進行しており拡大ルーペ（の購入）危機が
ヒタヒタと忍び寄っているのを肌で、いや目で感じる。模型以
外では自称にわかサッカーファン、ビール好き。

村田博章
Hiroaki MURATA

遠藤貴浩
Takahiro ENDOU

ごあいさつ
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　1910年代のアメリカ海軍は、遠距離砲
戦時の弾着観測が困難であると認識して
いた。この状況を解決するため検討され
た方法が、航空機を観測に用いるという
ものであり、当初は巡洋艦「バーミンガム」
や戦艦「ペンシルベニア」に滑走台を設置
して発艦試験が繰り返されていた。実験
の成績は良好で洋上での航空機運用に可
能性を見出すことができた。ただ、当時
の航空機は艦隊の要求する任務遂行には
能力不足で、なおかつ車輪式航空機の洋
上での回収が困難なことが問題となった。
その後も試験は続けられたが機体の強度
が不足しており、艦隊での運用に耐えう
るものではないと結論づけられてこの計
画はいったん白紙に戻された。
　その後航空機の性能が向上してフロー
ト付き水上機が登場すると艦隊での運用
が可能となっていった。アメリカ海軍で
は引き続き観測任務のほか、艦隊攻撃の
戦力としての可能性などを探るべく試験
を継続した結果、洋上での作戦に使える
見通しが立つ。
　海軍航空隊が設立された後は、カタパ
ルトの実用化によって巡洋艦への艦載機
配備が進んだものの、当時の水上機では
外洋での運用には適さず、実戦では艦載
機を搭載しないケースが大勢を占めた。
　こうして艦載水上機が思うような成績
を残せない状況下でアメリカ海軍は、水
上機より性能に優れた陸上機に洋上航空
戦力の道筋を見つけた。当時イギリス海
軍では艦隊における航空機の有用性を認
識しており、車輪式航空機を運用する航
空母艦なる艦種の設計を始めていた。そ
れに感化されたアメリカ海軍は航空母艦
の検討に入った。そしてイギリス海軍に
よる艦隊航空戦力の考え方を取り入れた
アメリカ海軍でも、航空母艦の整備を進
めることとなる。ただ、様々な任務遂行
に必要な機数を搭載するなど要求をのむ
と艦の大型化は避けらなかったが、一方

で艦隊の偵察能力強化は急務であり、ま
ずは実験の意味も含め既存艦を改造して
充当することとなった。これがアメリカ
最初の空母である「ラングレー」である。
　ベースとなった給炭艦「ジュピター」を
空母へ改造するにあたり、船体は旧石炭
庫を飛行機格納庫とし、艦橋は給炭艦時
代のものを飛行甲板下に残してそのまま
使うこととなった。
　格納庫に使われた旧石炭庫は細かく仕
切られており当初艦上機は分解格納され
ていたが、運用に支障となるため常用機
は組み立てた状態で格納されるようにな
る。艦内の移動は飛行甲板下の移動式ク
レーンにより貨物用リフトのある4番格納
庫へ移動した上で飛行甲板へ上げられた。
　飛行甲板は当時の航空機には充分な広
さはあったが駐機スペースを考えると不
充分といえた。
　エレベーターは給炭艦時代の貨物用リ
フトが流用され、飛行甲板まで延長して
使われた。機関は当時の新技術のターボ
エレクトリックが採用された。今の言葉
で言えばシリーズハイブリッドとなろう。
カタパルトについては改造当初から装備
されていたが、射出能力も低く基本的に
艦載水上機の射出に限られ早々に姿を消
している。
　着艦制動索はイギリス式の縦索式が装
備されていたが着艦事故も多く、横索式
に改められた。
　煙突は改造当初左舷後部に直立煙突を
立てていたが、飛行甲板上の気流への影
響が大きいため、2本の横向き可倒式に改
められた。
「ラングレー」はアメリカ海軍の航空母艦
第一弾として、既存の給炭艦「ジュピター」
にトラス構造の柱を立てその上に簡易な
飛行甲板をもうけた構造の航空母艦とし
て1922年3月就役した。同年10月には発着
艦試験を無事終えて航空母艦としての能
力を充分備えていると判断された。その

後艦隊へ配備されたものの、低速で防御
力も皆無なことが艦隊行動に支障をきた
す結果となり、レキシントン級の就役に
伴い第一線からは退くことになる。その
後は練習艦として主に発着艦などの搭乗
員の訓練に供され、多くの初期の搭乗員
育成に活躍したのである。
「ラングレー」はワシントン軍縮条約では
試作艦として制限外として扱われていた
が、ロンドン条約で制限排水量に含まれ
ることになったので、第一次ビンソン計
画に際し代艦として「ワスプ」の建造が決
定した時点で制限外の水上機母艦へ改装
されることとなった。
　1936年には飛行甲板の前半三分の一を
撤去して艦上機の運用を断念し、水上機
母艦AV-3として再改装されて航空機輸送
等新任務に就き、太平洋戦争開戦直後の
1942年2月27日に日本海軍の陸攻隊によっ
て撃沈されてその生涯を閉じた。

要目
基準排水量	 11,050トン
全長	 165.3m
水線長	 158.3m
水線幅	 20.0m　
喫水	 5.7m
飛行甲板	 164ｍx32.3m
主缶
主機・軸数	 TE/2軸
出力	 5000shp
速力	 15kt
航続力	 10kt/12,260nm
搭載機	 33機
兵装	 12.7cm/51単装 4門
乗員数	 	
同型艦	 ラングレー（CV-1）

アメリカ航空母艦ガイド1.

ラングレー
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1.アメリカ航空母艦ガイド

▶「ラングレイ」は改装当初は1本煙突であった。
起倒式にはなっていたがその倒れる方向は後方
であった。これは使い勝手が悪かったらしく、
直ぐに2本に分けられ、舷側方向に倒れるよう
に改良された。
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　日米の主力艦建艦競争の最中、アメリカ
海軍がダニエルズプランで計画した巡洋戦
艦はレキシントン級6隻だったが、ワシン
トン軍縮条約で、メリーランド級戦艦3隻
を除きレキシントン級を含む全艦が廃艦も
しくは建造中止となる。ただし条約の中で
日米が交渉した結果、比較的建造が進んで
いたレキシントン級と天城型巡洋戦艦の2
隻ずつが航空母艦として建造を許され保有
を認められたことになる。当初条約では個
艦排水量27,000トンを2隻までとされてい
たが、アメリカ海軍で試算した結果、未成
巡洋戦艦レキシントン級の船体を流用した
場合、この排水量では必要かつ充分な能力
を備えた航空母艦になり得ないことが判明
した。そのためにアメリカ海軍は折衝を重
ね天城型が排水量オーバーきたしている
ことを見越した上で、排水量制限を上限
33,000トンとする特例を認めさせた。こう
して建造中止が決定していたレキシントン
級巡洋戦艦のうち船体の工事が進んでいた

「レキシントン」と「サラトガ」が33,000ト
ン型航空母艦として改造されることになっ
た。改造決定時にはすでに基本計画が纏め
られていたが、「ラングレー」の実績を取り
入れた設計変更も多く最終案が纏まったの
は1年半後になってしまう。竣工後は米海
軍最大の軍艦「Lady Lex」「Sister Sara」
として長く国民に親しまれることとなる。
　航空母艦建造においてはこれまで「ラン
グレー」改造の実績しかないアメリカ海軍
ではあったが、同時期の日英海軍が航空母
艦の建造に試行錯誤していたのとは対照
的に、すでに現代の原子力空母に通ずる基
本形が大方できていることに驚かされる。
元々巡洋戦艦であることから強大な機関と
高速力を発揮する船体形状、「赤城」「加賀」

と比較して意外と低い飛行甲板、艦首波の
影響を考慮したエンクローズドバウなど当
時としては画期的なスタイルとなってい
る。ただ、大出力を発揮する高効率ボイラ
ーは当時の技術では限界があり、機関室の
容積が大きくなってしまった。それによる
巨大な煙突が横風からの影響や飛行甲板上
の気流への影響、左右の重量バランスに大
きな障害となった。また、機関室容積の大
きさは格納庫面積確保の障害となったが、
これは「レンジャー」以降の開放式格納庫
の発想へと転換するいい経験となった。
　サイズは天城型以上の艦であるが、飛
行甲板は元々意外と低く、どっしりとし
た外観となっている。なお、レキシント
ン級は最大排水量48,000トンとして設計さ
れていたため、「サラトガ」は1942年初頭
の近代改装ですでにこの限界に達したと
言われている。さらに1944年の改装で満
載排水量が54,000トンに達し舷側装甲帯が
水面下になり、わずかな被害でも格納庫
の水没することが懸念された。
　「レキシントン」は1937年に対空火器の
増備と艦首飛行甲板の拡幅を行ない日米
開戦を迎えた。8インチ主砲も対空火器に
換装される予定だったが、その機械はな
かなか得られなかった。大西洋から「ヨ
ークタウン」回航された後ようやく主砲
を降ろす改装に入るのだが、5インチ連装
高角砲が間に合わず機銃の増備のみで「サ
ラトガ」のような大規模な改装には至らな
かった。この状態で珊瑚海海戦に参戦し
戦没している。
　「サラトガ」は開戦時サンディエゴで修理
中だったため真珠湾攻撃を免れ、1942年1
月伊6潜水艦の雷撃で大破しブレマートン
で修理を行なっている。その際8インチ砲

を5インチ連装両用砲に換装。修理完成後
の1942年8月の第２次ソロモン海戦に参加
するもまたもやその直後に伊26潜水艦の雷
撃で航行不能となる。11月には復帰したが
1943年6月には「エンタープライズ」が近代
改装で離脱するため、南太平洋地域可動正
規空母が本艦1隻となってしまう。そのた
め8月までイギリスから「ヴィクトリアス」
を借り受け第36任務部隊を編成して南太平
洋地域に展開した。1943年8月からはエセ
ックス級、インディペンデンス級など新型
空母が続々と就役したため、それに伴って
1943年11月にオーバーホール及び対空火器
増強のため艦隊から離脱する。1944年9月

「エンタープライズ」と共に夜間作戦空母へ
再改装。その後1945年2月に硫黄島作戦で
特攻を受け大破し、修理を兼ねて練習空母
へ改装された。戦後はビキニ環礁で原爆実
験に供され海没し、現在ではスキューバダ
イビングでも見ることが出来る貴重な航空
母艦として人気のスポットとなっている。

要目
基準排水量	 36,000トン
全長	 270.8m
水線長	 259.1m
水線幅	 32.2m
喫水	 7.4m
飛行甲板	 264.0 x 32.3m
主缶	  W.F.　16基
主機・軸数	 TE　4軸
出力	 184,000shp
速力	 34.0kt
航続力	 15kt/9,500nm
搭載機	 90-120機
兵装	 新造時：20cm/55連装 4基8門　	
	 12.7cm/25単装 12門　
	 改装後のサラトガ：
	 12.7cm/38連装 4基、単装 8基
	 40mm4連装機銃
	 20mm単装機銃
乗員数	 2,122
同型艦	 レキシントン（CV-2）
	 サラトガ（CV-3）

レキシントン級

未完成に終わったレキシントン級巡洋戦艦。6隻の建造
が予定されていたがワシントン軍縮条約により全艦未
完成に終わった。このうち「レキシントン」と「サラ
トガ」の2隻が空母へと改装されることとなった。

アメリカ海軍巡洋戦艦 レキシントンCC-1
フルスクラッチビルド1/700

製作／村田博章
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1.アメリカ航空母艦ガイド
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1.アメリカ航空母艦ガイド
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日米空母デザインの変遷2.

最初期の日米空母

「ラングレー」新造時（1922年）

「鳳翔」新造時（1922年）

八六艦隊時代の5,500トン級軽巡の船体ラインを踏襲した長船首楼船体
に密閉式格納庫を設置した上に一部傾斜のある飛行甲板が張られた。航
空機関連の艤装としては艦橋の前に大型のクレーンを設置し水上機の揚
収に用いた。また艦尾には搭載機積み込み用のシャッターが設けられて
いる。当初設置された艦橋は操艦や航空管制には都合が良いが、船体の
小さな同艦では発着艦時の障害物としてのデメリットが大きく、クレー
ンと共に早々に撤去され、代替として前部格納庫の前面に航海艦橋が、
両舷へオーバーハングさせる形で置かれ、飛行甲板より一段低いレベル
に防空指揮所及び発着艦指揮所を設置した。

アメリカ海軍航空母艦 ラングレーCV-1
ルースキャノン1/700レジンキャストキット
製作／遠藤貴浩

日本海軍航空母艦 鳳翔
フジミ1/700インジェクションプラスチックキット
製作／米波保之
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2.日米空母デザインの変遷

　航空母艦の歴史はイギリス海軍の水上
機母艦から始まった。艦隊の前路哨戒や
偵察に活用するために水上機専用の母艦
として商船などを改装して運用した。車
輪つき航空機を本格運用する航空母艦と
しての発想もイギリス海軍がパイオニア
である。本格的な航空母艦の祖であるイ
ギリス海軍の「アーガス」に遅れること4
年、アメリカ海軍も給炭艦を改装した「ラ
ングレー」を就役させた。当初は専用の航
空母艦として新造予定であったが、艦隊
航空の整備を急ぐため既存艦を改装する
こととなった。構造は至ってシンプルで、
給炭設備を撤去した上、石炭庫を搭載機
の格納庫として用いるほか、航海艦橋も

そのまま残しその上に被さる高さにトラ
ス状の柱に支えられたフラットな飛行甲
板を設置しただけのものである。エレベ
ーターも貨物用リフトを流用したものが1
基設置された。煙路を含む艦の後半部は
給炭艦時代のレイアウトを踏襲しており
格納庫としてのスペースはない。
　同年就役した日本海軍の「鳳翔」は“世
界初の空母として最初から設計された艦”
と言う記録を持っているものの、全通甲
板の空母としては4年の後れを取ってい
る。設計に当たりイギリスの「イーグル」
「ハーミズ」の情報を元に艦橋を設置した
が、艦が過小なため艦上機の運用には障
害になることが発覚し、翌年撤去された。
飛行甲板は発艦のため、艦首側に傾斜が
付けられ外観も艦首甲板にそった形状に

なっている。これは初期の日英空母に共
通する特長だ。
「ラングレー」の格納庫は搭載機の車輪で
移動することができない。移動させるに
は飛行甲板下のクレーンを使用する必要
があった。一方の「鳳翔」には各々エレベ
ーターが設置された密閉式の格納庫が2箇
所あり、すでに脆弱で高価な飛行機をし
まうという発想を垣間見ることができる。
　煙突については両艦とも飛行甲板上の気
流に対する排煙の影響を考慮して起倒式煙
突を採用した。「ラングレー」では当初採用
した後方起倒式は実績が芳しくなくすぐに
側方起倒式2本煙突に改修された。
　兵装については航空機の脅威が認識さ
れてない時代なので、対空機銃は未装備
であるが「鳳翔」は高角砲を2基飛行甲板
に隠顕式で装備している。当時は巡洋艦
との水上戦闘を考慮しており両艦とも5イ
ンチの平射砲を装備した。

（→ ）「ラングレー」は石炭庫をそのまま残し格納所
としたため、格納庫甲板は設置していない。従って
搭載機は車輪で動かすことがことが出来ず、飛行甲
板下のジブクレーンに吊して移動した。元々開放式
であるので搭載機を「格納」するという発想はない。
飛行甲板上には当初からカタパルトが設置されてい
たが、これは基本的に水上機の発艦用であり射出能
力は低いものであった。

既存の給炭艦を改造した空母であるため、初期の護衛空母に似た
スタイルの「ラングレー」。給炭艦時代の構造物をほほ残した上
にシンプルな形状の飛行甲板を載せただけの構造である。トラス
ガーダー構造に乗せた飛行甲板にはホギング対策としてエキスパ
ンションジョイントが5箇所設けられた。特徴的な装備として、
艦橋構造物後方の側面にある櫛状の構造物が目につくが。これは
飛行甲板上にせり出す構造になっており、側方遮風柵となる。ま
た、艦橋構造物後方には前方遮風柵も設置された。（→ ）
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　ワシントン軍縮条約の特例措置として
空母建造枠を獲得した日米海軍は、「鳳翔」
「ラングレー」の実績を加味した大型空母
の改造設計に着手した。両国ともこれま
でにない大型の空母建造となるため、設
計には相当な苦労があった。ベースとな
る巡洋戦艦の建造進捗は両級とも同程度
だったようなのでスタートラインはほぼ
同じと見て良いだろう。
　レキシントン級の船体は巡洋戦艦時代
の舷側をそのまま飛行甲板まで延ばした
形状で非常に整った艦型となっている。
艦首波浪への配慮からイギリスで積極的
に使われたエンクローズドバウを採用し

たこともスマートな印象に貢献している。
艦中央部の舷側に配置されたボートデッ
キは効率よく艦載艇を出し入れ出来るメ
リットはあるが、格納庫の換気には不向
きだった。天城型（「赤城」）も同様ではあ
るが、両舷側に大きなスペースを取られ
ることで格納庫が手狭となってしまった。
高角砲の配置については5インチ単装砲を
3基ずつ4群に分けてバランス良く配置し
たところは日英米3国の中でも抜き出た発
想だろう。
　天城型はベースとなった巡洋戦艦時代
の上甲板に複雑な形状の箱を何段も積み
上げた構造になっている。竣工時、ひな

壇のような多段式の甲板を重ねた空母で
あったので前半部には後付と分かる歪な
構造物が目に付く。元々上段格納庫は開
放式であったものを後に閉鎖したため面
積も狭く不具合も多かった。後半部は下
段格納庫設置の兼ね合いか、強度上の構
造と思われるかまぼこ状の中段格納庫が
特徴的であり目を引く部分である。艦載
艇の配置では小型のカッター及び通船の
類を除き、おおむね艦尾甲板上にボート
デッキを設けて集中配置している。上げ
下ろしは直上飛行甲板下面に設置したジ
ブクレーンにより舷外へ移動して行なう。
ボートデッキの前方奥には搭載機積み込

軍縮条約時代の大型改装空母

レキシントン級は竣工当時世界最大の軍艦として知られているが、航空母艦史でもごく
初期に建造された艦にも拘わらず非常に整ったスタイルで近代的なレイアウトとなって
いる。とは言え、外観とは裏腹に実験的な要素や不具合も多く逐次改修していくことに
なる。まず第1に挙げるのが巨大な煙突を筆頭に重量物が高所にあること。装備が許さ
れた8インチ（20.3㎝）砲を艦橋・煙突の前後に配置したことも重心面では不利であ
った。機関関連の配置は水雷防御上は優れていたが煙路の取り回しに難があり艦内容積
を圧迫したた。また、諸艤装の艦内配置などが格納庫の容積を圧迫することに繋がり全
長の半分程度しか確保出来なかった。（ →）

「赤城」（1941年）
日本海軍航空母艦 赤城
フジミ1/700インジェクション
プラスチックキット
製作／川島秀敏

「サラトガ」（1927年）
アメリカ海軍航空母艦 サラトガCV-3
ピットロード1/700インジェクションプラスチックキット
製作／遠藤貴浩

天城型空母（「赤城」）は原設計では平甲板型
でなおかつ最上甲板が傾斜していたため、艦
全体がいびつな感じに見える。もともと三段
式飛行甲板で上段の格納庫は開放式だったも
のを外壁を追加する形で覆ったため格納庫の
形状は非常に複雑な形状をしている。2段の格
納庫面積そのものはアメリカ空母に比べて広
かったがこの変則的な形状のため搭載機数は
意外に少なかった（「赤城」「加賀」の格納庫
は3段だったが最下層の格納庫は面積が小さ
いため補用機用とされている）。
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み用シャッターがあり飛行甲板支柱に設
けられたデリックで積み込みを行なう。
高角砲は多段式空母時代を踏襲したため、
幾分後ろ寄りに固まって配置されている。
「天城」の代替えとして改造された「加賀」
に於いては近代化改装を大規模に行なっ
たため、「赤城」に比較してバランスの良
い装備位置に変更された。
　レキシントン級の飛行甲板の形状は艦
首に合わせるように先細りに狭くなって
いる。面積は狭くなるが艦首側の飛行甲
板は波浪の影響を受けるためこの形状と
なった。「レンジャー」以後採用された逆
着艦用の設備はこの時点では未採用であ
る。「レキシントン」は1936年の改装で、「サ
ラトガ」は1942年損傷修理の際に艦首飛行

甲板を拡幅した。「赤城」「加賀」について
は全通甲板への改装時に、艦首側は拡張
されたが飛行甲板が海面から高い位置に
あり、支柱で支える必要があるため大き
な面積は確保出来ていない。「赤城」の飛
行甲板は前後に緩やかな傾斜が付いてい
る。これは発艦促進と着艦制動効果を狙
った黎明期独特な考え方で航空艤装が未
発達な証である。
　飛行甲板上の装備では、レキシントン
級が艦首にカタパルトを装備し、それに
繋がる移動用の軌条が目を引く。このカ
タパルトは機構上の問題と使用頻度が低
いため、後年撤去された。「加賀」でも近
代化改装の際に艦首に2基のカタパルトの
設置準備工事を施したが、実用化に至っ

ていない。
　艦橋は各種指揮所を兼ね備えた大型で
三脚楼を持つレキシントン級に対し、近
代化改装で設置した「赤城」「加賀」は小振
りで操艦と航空指揮などに限定したサイ
ズとなっている。
　煙突は効率の低いボイラーと大出力機
関のため大型なものが設置された。レキ
シントン級の巨大な煙突は横風の影響や
燃料消費に伴う傾斜問題があった。「赤城」
は竣工時2本だった煙突を1本にまとめた
ものの右舷に置いたがこれは大型である
ためカウンターウェイトを兼ねて艦橋を
左舷側とした。改装後の「加賀」は高効率
ボイラーへの換装を行なったため煙突は
小振りのものに落ち着いた。

竣工時は艦橋構造物を飛行甲板上に持たなか
ったが、改装後の「加賀」では右舷前方に小
振りなものが、「赤城」では左舷中央に一層
高いものが設置された。
20cm主砲は竣工時は中段飛行甲板両舷に連
装を１基ずつ装備して、艦尾中甲板レベルに
ケースメイト式の単装を片舷３基装備した。
元々そこには6基分のスペースが確保されて
いたが、「赤城」は改装の際に連装砲塔を撤
去したのみで増備されなかった。「加賀」は
改装の際、撤去した連装分を艦尾ケースメイ

トに移設している。
航空艤装では制動索は両艦とも当初は縦索式
であったが順次横索式に換装した。エレベー
ターは2基あったが、全通甲板に改装した際
に補用機の格納庫を増設して搭載機が1.5倍
となり、「赤城」では中央部に「加賀」では
前方に各1基増設した。
飛行甲板は三段の格納庫を設けたため海面か
ら高い位置に設置された。これはもともと巡
洋戦艦、戦艦として設計されていたからこそ
可能だったのあろう。

（ →）飛行甲板は船体からほとんどオーバーハングしておらず
外形もストレートなもので、中央部では艦橋・煙突が面積を取
っているので意外と幅が狭い。当初は巨大な煙突の後流が着艦
に悪影響を与えることが懸念されたが実際に使用してみるとあ
まり影響がないことがわかった。以後の空母設計では一定の幅
を確保する前提で大型のアイランドが設置されている。
艦橋は航海艦橋や主砲射撃指揮所等の三脚楼を備えた他、司
令塔も設置された大型のものとなっている。
飛行甲板と一体となった船体のボリュームは大きく見えるが、

飛行甲板の高さはアメリカ空母の中でも意外と低い部類に入
る。改装ごとに排水量は増加していった結果、竣工時見えて
いた吃水線付近の舷側装甲帯が水面下になってしまう程乾舷
は減少していった。
発着艦関連の装備では、当初制動索は縦索式で制動力は乏し
く逐次横索式に換装した。あわせて逆着艦用として艦首側に
も設置された。
艦橋・煙突を始め武装の配置もバランスが良く艦の容姿はと
ても美しい
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